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磁場効果 によるギャ ップ対称性検出実験の 理 論的考察

楠瀬 博明 ： 東北大学大学院理学研究科

　 近年、外磁 場の 角度に依存した熱伝 導率や比熱の 振動的振る舞い か ら超伝導ギ ャップ の 構造を
決定する実験が盛んに行われて い る 。実験で は 、明 らか に超伝導状態に起因する振動が観測され

て お り、多 く の 場合、磁束周 りに流れ る局所超伝導電流によ る準粒子 エ ネル ギー
の シ フ トを取 り

入れ た Dopplerシ フ ト法に基づ いて 解析 され て いる 。しか しなが ら、Doppler シ フ ト法は 1本 の

磁束に よ るギ ャッ プ ・
ノ
ード付近の 励起準粒子 へ の 影響に着昌した理論で あ り、温度 ・磁 場相 図

に おい て どの 程度 の 領域 まで 有効で あ るか は 明らか でな い 。また 、フ ェ ル ミ 面の 異方性が 振動に

及ぼす影響など未知な要素 も多い 。

　 講演では、超伝導の 準古典理論にお ける解 析的な 近似解を用 い て 、ギ ャ ッ プ構造や フ ェ ル ミ速
度の 異方性 と上部臨界磁場 Hc2 や比熱 0 の 磁場角依存性と の 関係を議論する 。ス ピ ン 三重項超伝
導体 Sr2RuO4 に つ い て の 解析を中心に 紹介した い 。
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三角格子有機伝導体における ス ピン液体と超伝導

鹿野田 一
司 ： 東京大学大学院工学系研究科

　 モ ッ ト転移近傍にある 三 角格子有機物質の 絶縁体側の 磁性 と 金属側の 超伝導電子対の 対称性
に つ い て 最近 ま で の 実験 結果を発表する 。κ一（ET ）2Cu2 （CN ）3 は 、ほぼ正 三 角格子 を有する有機
伝導体で あ り、常圧で モ ッ ト絶縁体で ある。静磁化率は 交換交互 作用 エ ネルギ

ー
が 250K の ハ イ

ゼン ベ ル グモ デル で 再現 され る の に 対して 、こ れ よ り 4桁 も小さ い エ ネルギー
とな る 32mK ま で

磁気秩序は観測 され なか っ た。こ の 結果は、ス ピ ン 液体状態が実現 して い る こ とを 示唆して い る

［Shi皿 izu　et　al．
，
　PRLgl （2003）107001亅。ただ し 、長距離秩序とは質を異にする不 均一

な 内部磁場
が 印加磁場に強 く依存 して観測され るが 、こ れ は 、ス ピ ン 液体 中で 不純物の 回 りに 生成する交替
磁化に よる も の で あ る と考え られ る ［Shimizu　et　aL ，preprint｝。 こ の 物質は加圧下に よ り金 属状態
に モ ッ ト転移するが 、電気抵抗、NMR ナ イ トシ フ ト、緩和率の 測定か ら、ス ピ ン 液体か らフ ェ ル

ミ液体 へ の 転移で ある こ とが分か っ た 【Kurosaki　et　al．
，
PRL95 （2005）1770011。こ の フ ェ ル ミ液体

は低温で 超伝導になるが 、こ の超伝導相はス ピ ン 液体相に 接し てお り、こ の 境界で 超伝導転移温
度は最大値 4K を とる。超伝導相に お ける

13C 　NMR 緩和率の 温度依存性は、いわ ゆる コ ヒ
ー

レ

ンス ピー
ク を持たず低温に 向か っ て 温度の 3 乗で 減少する。ナ イ トシ フ トは転移温度で 減少は認

め られる も の の 、そ の 変化は 、通常の 一重項電子対 と考え るには小 さすぎ る （TITc　＝　o．43にお け
る シ フ トの 減少が 10％程度）。こ の 問題に つ い て 当日議論した い 。
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